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本報告に対する討論は平成 18年 2月末日まで受け付ける。

１．はじめに

　掲題の報告（小泉，2004）は，竜巻により被

災した住宅等の復旧過程を経済面から調査し，

保険および共済の効果を調べるなど，従前より

調査研究が不足している分野であり，自然災害

研究上の意義は大きいものである。しかしなが

ら，保険商品や制度に関する説明が不十分であ

り，さらに誤解を起こしかねない表現が数多く

見られるので，ここではそれらを指摘して注意

を喚起したい。

２．復旧費用の原資

　復旧費用の原資として火災保険と災害保険と

いう記述がある。この 2 つの違いに関する説明

が抜けている。分析対象となっている竜巻によ

る被害は，火災保険の損害保険金（風災）とし

て支払われるものであり，火災保険であれば総

合保険であれ，普通火災保険であれ，基本的な

担保危険の一つである。なお火災保険のほぼ全

ての種類で支払われる損害保険金のリスクには，

火災，落雷，破裂・爆発，風ひょう雪災がある（損

害保険事業総合研究所，2003）。小泉の報告では

アンケートの設問自体が明示されていないので，

火災保険と災害保険との意味の違いがよくわか

らないのだが，「火災保険が適用された」と「災

害保険が適用された」とあえて区別されている

のであるから，別の種類の保険を指しているの

であろうか。

　支払われた保険金が物保険としてのものであ

れば，火災保険（あるいは共済）というのが最

も普遍的な表現である。一方傷害保険や自動車

保険も含めての意味であれば，損害保険（ある

いは共済）というのが妥当である。

３．風ひょう雪災の担保

　本研究の対象となっている災害は 1990 年に発
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生した茂原市の竜巻と 1999 年に発生した豊橋市

の竜巻である。火災保険で風ひょう雪災が基本

補償に盛り込まれたのは 1984 年のことであり，

報告の中で「これは当時，火災保険の適用は特

例であり，全ての家屋に必ずしも適用されてお

らず，保険会社によっては査定に応じたところ，

応じなかったところがあったためではないかと

推測される。」という記述があるが，このような

ことは上記の事情から基本的にありえない。例

えば 1991年に発生した台風 19号は，現時点（平

成 17 年 2 月末）では既往最大の風水害による保

険金支払（約 5700 億円）事故であるが，その大

部分が風災による損害保険金支払である。

４．共済と保険の混同

　アンケート調査で保険と共済とを区別して行

うのは難しく，本研究でも＜各保険の内容＞と

した解説の中に，県民共済が書かれていたり，

4.3 竜巻発生以前の加入保険のところでは「農協

の共済保険が多かった。」の記述があるなど，さ

まざまな混乱が見られる。共済は保険と並んで，

自助としての災害対策の上で重要な役割を果た

しているにも関わらず，正当な評価がなされて

いないのが現状である。もし共済を全て分析に

含めるのであれば，その種類は非常に多岐にわ

たるので，アンケート等の調査では種類や目的

を限定するなどの配慮が必要であろう。

　自然災害の補償を検討するために，保険加入

者，非加入者，共済加入者，非加入者の違いを

分析した研究は少ないが，地震危険について調

査した報告書が最近刊行された（損害保険料率

算出機構，2004）ので，参考にされたい。

５．総合保険の補償内容に対する誤解

　結論および考察において「住宅総合保険が風

災，飛来物災害など広範囲の補償を設定してい

るためであると考えられる。」とあるが，ここで

例示されている「風災」については，総合保険

であるから広範囲な補償を設定しているという

事実はない。先に述べたように風災は，火災保

険の損害保険金対象災害として，すべての（も

ちろん総合保険も含む）火災保険で基本的に担

保されるものとなっている。

　筆者が最も危惧するのは，この報告の読者が

風災による被害に対する保険金が総合保険に加

入していないと支払われないと誤解されること

である。既にのべた通り，そのような事実はなく，

総合保険では水害，盗難，水濡れ，他物の衝突，

労働争議などが担保危険に加えられているので

ある。

６．おわりに

　90 年代の金融自由化により，保険による自然

災害リスクカバーも多様なものが登場している。

従来のように総合保険とそれ以外というような

単純な区分ではなく，総合保険でも水害に対す

る補償が手厚くなっていたり，生活に関わるさ

まざまなリスクを契約者ニーズにあわせて組み

合わせたものもある。したがって今後の災害後

の調査においては，単純に保険のカテゴリーご

とに保険金が支払われたかどうかというだけを

調査するだけでは，リスクに見合った対策とし

て保険が有効に活用されているかどうかを把握

するのは困難である。むしろ，保険により個々

の損害がどの程度補填され，それが復旧や復興

にどこまで寄与したかという視点で分析する必

要があろう。保険はいわゆる「自助」である。

それ以外に「公助」「共助」のあり方も現在見直

されつつある。そのような中でリスクの経済対

策として保険の高度利用を図る工夫が必要であ

り，この種の調査がさらに行われることを期待

している。
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